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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスドッキング環境における近傍に基づくアンドッキングのための方法であって
、
　ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度
を測定することと、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるこ
とと、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続することと、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
ることであって、それによって前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレスドッキ
ングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレショルド
は、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有することと、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることと、
　を備え、
　前記方法が、前記ワイヤレス被ドッキング体によって実行可能かどうかを決定すること
と、
　前記方法が前記ワイヤレス被ドッキング体によって実行できない場合には、前記ワイヤ
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レスドッキングセンターによって前記方法を実行することと、
　をさらに備える、方法。
【請求項２】
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）である請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記低い方のスレショルドを下回る前記測定された信号強度に応答してアンドッキング
がペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレスドッキングセンターか
ら前記ワイヤレス被ドッキング体に送信することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレスドッキング環境において近傍に基づくアンドッキングを行うように構成され
た装置であって、
　ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度
を測定するための手段と、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備え、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための前記手段は、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるた
めの手段と、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するための手段と、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るための手段であって、それによって、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレ
スドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレ
ショルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有する手段と、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備え、
　前記装置が、前記ワイヤレス被ドッキング体によって実行可能かどうかを決定するため
の手段と、
　前記装置が前記ワイヤレス被ドッキング体によって実行できない場合には、前記ワイヤ
レスドッキングセンターによって前記手段を実行するための手段と、
をさらに備える、装置。
【請求項５】
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）である請求項４に記載
の装置。
【請求項６】
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための前記手段は、
　前記低い方のスレショルドを下回る前記測定された信号強度に応答してアンドッキング
がペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレスドッキングセンターか
ら前記ワイヤレス被ドッキング体に送信するための手段を備える請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　実行されたときに、デバイスの１つ以上のプロセッサに請求項１から３のいずれかのス
テップを実行させる命令を格納するコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
［０００１］本出願は、米国仮特許出願第６１／８３５，３７０号（出願日：２０１３年
６月１４日）の利益を主張するものであり、その内容全体がここにおける引用によって組
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み入れられている。
【０００２】
［０００２］本開示は、電子デバイス間でのワイヤレスドッキングのための技法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００３】
［０００３］ドッキングステーションは、“ドック”と呼ぶこともでき、電子デバイス、
例えば、ラップトップコンピュータ、を周辺機器、例えば、モニタ、キーボード、マウス
、プリンタ、又はその他のタイプの入力又は出力デバイスに結合するために時々使用され
る。これらのドッキングステーションは、典型には、電子デバイスとドッキングステーシ
ョンとの間での物理的接続を要求する。さらに、電子デバイス及びドッキングステーショ
ンは、典型的には、ドッキング機能を使用することができるようになる前にドッキング通
信を確立する。
【発明の概要】
【０００４】
［０００４］本開示は、ワイヤレスドッキングの態様が近傍に基づくアンドッキング技法
（ｖｉｃｉｎｉｔｙ－ｂａｓｅｄ　ｕｎｄｏｃｋｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ）を使用し
て機能することができるドッキングシステム環境に対して適用可能な無線通信技法、プロ
トコル、方法、及びデバイスについて説明する。ある例においては、本開示は、ワイヤレ
スドッキングされる物（以下、ワイヤレス被ドッキング体）（wireless dockee）又はワ
イヤレスドッキングセンターが、例えば、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキ
ングセンターとの間での通信の測定された信号強度を用いて、ワイヤレス被ドッキング体
の検出された近傍に基づいてアンドッキング手順を実装することができる。
【０００５】
［０００５］一例においては、本開示は、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキ
ングセンターとの間での通信の信号強度を測定することと、測定された信号強度に基づい
てワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング体をアンドッキングするこ
とと、を備えるワイヤレスドッキング環境における近傍に基づくアンドッキングのための
方法について説明する。
【０００６】
［０００６］他の例においては、本開示は、ワイヤレスドッキング環境において近傍に基
づくアンドッキングを行うように構成されたワイヤレス被ドッキング体について説明し、
そのワイヤレス被ドッキング体は、ワイヤレスドッキングセンターと通信するように構成
された無線通信ユニットと、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンター
との間での通信の信号強度を測定するように構成された信号強度測定ユニットと、測定さ
れた信号強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング体を
アンドッキングするように構成されたアンドッキング決定ユニットと、を備える。
【０００７】
［０００７］他の例においては、本開示は、ワイヤレスドッキング環境において近傍に基
づくアンドッキングを行うように構成されたワイヤレスドッキングセンターについて説明
し、そのワイヤレスドッキングセンターは、ワイヤレス被ドッキング体と通信するように
構成された無線通信ユニットと、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセン
ターとの間での通信の信号強度を測定するように構成された信号強度測定ユニットと、測
定された信号強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング
体をアンドッキングするように構成されたアンドッキング決定ユニットと、を備える。
【０００８】
［０００８］他の例においては、本開示は、ワイヤレスドッキング環境において近傍に基
づくアンドッキングを行うように構成された装置について説明し、その装置は、ワイヤレ
ス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度を測定する
ための手段と、測定された信号強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤ
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レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備える。
【０００９】
［０００９］他の例においては、本開示は、実行されたときに、ワイヤレス被ドッキング
体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度を測定すること、及び、測
定された信号強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング
体をアンドッキングすることを、近傍に基づくアンドッキングを行うように構成されたデ
バイスの１つ以上のプロセッサに行わせる命令を格納するコンピュータによって読み取り
可能な記憶媒体について説明する。
【００１０】
［００１０］１つ以上の例の詳細が、添付図面及び以下の説明において示される。それら
の説明及び図面から、及び請求項からその他の特徴、目的、及び利点が明らかになるであ
ろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】［００１１］本開示の例による、ワイヤレス被ドッキング体が無線通信チャネル
を通じてワイヤレスドッキングセンターと通信するワイヤレスドッキング環境例を示した
概念図である。
【図２】［００１２］本開示の幾つかの例による、互いとのワイヤレスドッキングセッシ
ョンを確立する前に最初の無線通信を互いにやり取りするための被ドッキング体とドッキ
ングセンターとの間における通信の流れのための手順例を示した通信図である。
【図３】［００１３］本開示の技法を実装するように構成されたワイヤレス被ドッキング
体及びワイヤレスドッキングセンターの例を示したブロック図である。
【図４】［００１４］本開示の技法による、ワイヤレスドッキングセンターによって補助
される近傍に基づくアンドッキング手順のための呼の流れ例を示す。
【図５】［００１５］本開示の技法による、ワイヤレスドッキングセンターによって補助
される近傍に基づくアンドッキング手順例を示したステートマシン例である。
【図６】［００１６］本開示の例による方法例を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
［００１７］以下においてさらに詳細に説明されるように、本開示は、ワイヤレスドッキ
ングの態様が近傍に基づくアンドッキング技法を使用して機能することができるドッキン
グシステム環境に対して適用可能な無線通信技法、プロトコル、方法、及びデバイスにつ
いて説明する。幾つかの例においては、本開示の技法は、ワイヤレス被ドッキング体のユ
ーザが知ることなしに悪意のあるユーザがワイヤレス被ドッキング体と対話するためにワ
イヤレスドッキングセンターを通じて利用可能な周辺機器を使用するのを防止するために
ワイヤレス被ドッキング体がワイヤレスドッキングセンターの近傍から出るような状況に
おいてワイヤレスドッキングセンターがワイヤレス被ドッキング体をアンドッキングする
のを可能にする。
【００１３】
［００１８］図１は、ワイヤレス被ドッキング体１１０が無線通信チャネル１３０を通じ
てワイヤレスドッキングセンター１２０と通信するワイヤレスドッキング環境例１００の
概略図である。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、ワイヤレスドッキングのために構成
されたモバイルデバイスであり、ワイヤレスドッキング環境１００に関するワイヤレス被
ドッキング体と呼ぶことができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、モバイルデバイ
ス、例えば、スマートフォン又はその他のモバイルハンドセット、タブレットコンピュー
タ、ラップトップコンピュータ、又は、ＷＤＣ１２０と無線で通信することが可能なあら
ゆるその他の電子デバイス、であることができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、
より大きいデバイス又はシステムの構成要素であることもできる。例えば、ワイヤレス被
ドッキング体１１０は、プロセッサ、処理コア、チップセット、又は１つ以上の集積回路
であることができる。
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【００１４】
［００１９］ワイヤレスドッキングセンター１２０（ワイヤレスドッキングステーション
又はワイヤレスドッキングハブと呼ぶこともできる）は、ワイヤレスドッキングセンター
１２０がワイヤレス被ドッキング体１１０に対してアドバタイズすること及び／又はワイ
ヤレス被ドッキング体１１０にアクセスを許可することができる様々なサービスを提供す
ることができる様々な周辺機器１４０、１４２、１４４と通信可能な形で結合することが
できる。ワイヤレスドッキングセンター１２０は、コンピューティング環境内で接続性エ
ージェントとして働くワイヤレスドッキングホストデバイスであることができる。ワイヤ
レスドッキングセンター１２０は、専用ワイヤレスドックであることができ、又は、スマ
ートフォン又はその他のハンドセット、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュ
ータ、デスクトップコンピュータ、又はその他の電子デバイス内において、又は、上記の
うちのいずれかのより大きいデバイス又はシステムの一部として含まれている構成要素、
サブシステム、又は１つ以上の集積回路として実装することができる。
【００１５】
［００２０］周辺機器１４０、１４２、１４４は、ディスプレイ、プロジェクタ、スピー
カー、キーボード、マウス、ジョイスティック、データ記憶デバイス、ネットワークイン
タフェースデバイス、その他のドッキングホスト、リモコン、カメラ、マイク、プリンタ
、又は、ワイヤレスドッキングセンター１２０と通信することが可能な様々なその他のデ
バイスのうちのいずれか、を含むことができる。周辺機器１４０、１４２、１４４は、有
線又は無線の通信チャネルを介してワイヤレスドッキングセンター１２０に結合すること
ができる。ワイヤレスドッキングセンター１２０は、個々の周辺機器１４０、１４２、１
４４の機能をワイヤレスドッキングサービスとして抽象化することができる。
【００１６】
［００２１］無線通信チャネル１３０は、ワイヤレス被ドッキング体１１０とワイヤレス
ドッキングセンター１２０との間で通信信号を伝播させることが可能なあらゆるチャネル
であることができる。幾つかの例においては、無線通信チャネル１３０は、周波数帯域、
例えば、２．４ギガヘルツ（ＧＨｚ）帯域、５ＧＨｚ帯域、６０ＧＨｚ帯域、又はその他
の周波数帯域の無線周波数通信において実装することができる。幾つかの例においては、
無線通信チャネル１３０は、１つ以上の組の規格、プロトコル、又は技術に準拠すること
ができ、例えば、Ｗｉ－Ｆｉ（Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅによって促進）、ＷｉＧｉ
ｇ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｇｉｇａｂｉｔ　Ａｌｌｉａｎｃｅによって促進）、及び／又は
米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）８０２．１１の規格の組（例えば、８０２．１１、８０２
．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０
２．１１ａｄ、等）、又はその他の規格、プロトコル、又は技術を含む。無線通信チャネ
ル１３０のために使用される周波数帯域、例えば、２．４ＧＨｚ、５ＧＨｚ、及び６０Ｇ
Ｈｚ、は、Ｗｉ－Ｆｉ、ＷｉＧｉｇ、いずれかの１つ以上のＩＥＥＥ８０２．１１プロト
コル、及び／又はその他の適用可能な規格又はプロトコルの観点で理解されるため、本開
示の目的のために定義することができる。幾つかの例においては、ワイヤレス被ドッキン
グ体１１０は、ワイヤレス被ドッキング体１１０及びワイヤレスドッキングセンター１２
０が互いに動作可能な通信範囲に入った時点で自動的に、又は、異なる例においては、ユ
ーザによる入力に応答して手動で、無線通信チャネル１３０を通じてのワイヤレスドッキ
ングセンター１２０との通信を確立することができる。
【００１７】
［００２２］以下においてより詳細に説明されるように、ワイヤレス被ドッキング体１１
０及びワイヤレスドッキングセンター１２０のうちの１つ以上は、本開示の技法を用いて
互いにアンドドッキングするように構成することができる。本開示のアンドッキングプロ
セスは、ワイヤレス被ドッキング体１１０とワイヤレスドッキングセンター１２０との間
の距離（すなわち、ワイヤレス被ドッキング体１１０がワイヤレスドッキングセンター１
２０の近傍内に依然として存在するかどうか）に基づくことができる。
【００１８】
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［００２３］図２は、本開示の幾つかの例による、互いでのワイヤレスドッキングセッシ
ョンを確立する前に最初の無線通信を互いにやり取りするための被ドッキング体１１０と
ドッキングセンター１２０との間における通信の流れのための手順例２００を示した通信
図である。発見及び最初の通信のための手順２００は、ワイヤレスドッキングセンター１
２０がワイヤレスドッキングセンター１２０に結合された周辺機器の中でいずれの周辺機
能にアクセス可能であるか及びワイヤレス被ドッキング体１１０がいずれの周辺機能にア
クセスできるようにするかに関してワイヤレス被ドッキング体１１０がワイヤレスドッキ
ングセンター１２０に問い合わせることを可能にする。この手順２００は、周辺機能発見
と呼ぶことができる。
【００１９】
［００２４］図２の通信の流れにおいて示されるように、ワイヤレスドッキングセンター
１２０及びワイヤレス被ドッキング体１１０は、最初にデバイス発見通信（２０２）をや
り取りすることができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、周辺機能情報（２０４）
又はワイヤレスドッキングセンター１２０が利用可能な周辺機能に関する情報、を得るた
めにワイヤレスドッキングセンター１２０に問い合わせるためのサービス発見問い合わせ
を送信することができる。該当する周辺機能は、図１に関して周辺機器１４０、１４２、
１４４を用いて上述されるように、ワイヤレスドッキングセンター１２０に結合された１
つ以上の周辺機器のうちのいずれかからワイヤレスドッキングセンター１２０が利用可能
であることができる。ワイヤレスドッキングホストとして働くワイヤレスドッキングセン
ター１２０は、それの周辺機能情報（２０６）を提供するサービス発見応答を送信するこ
とができる。ワイヤレスドッキングセンター１２０は、それにより、ワイヤレス被ドッキ
ング体１１０との関連付け前サービス発見通信（２０４、２０６）において周辺機能をア
ドバタイズすることができる。これらの通信は、ワイヤレス被ドッキング体１１０とワイ
ヤレスドッキングセンター１２０との間でのワイヤレスドッキングセッションの開始前に
生じるという点で関連付け前である。従って、ワイヤレス被ドッキング体１１０は、図２
において示される関連付け前サービス発見通信の一部としてのサービス発見応答２０６か
らワイヤレスドッキングセンター１２０に関連する周辺機能を発見することができる。こ
れらの関連付け前サービス発見通信２０４、２０６の追加の詳細が以下において提供され
る。
【００２０】
［００２５］図２において示されるデバイス発見通信２０２及びサービス発見通信２０４
、２０６は、データリンク層、すなわち、層２（Ｌ２）通信において実装することができ
る。Ｌ２通信は、様々なタイプの物理層（ＰＨＹ）通信チャネルのうちのいずれかを通じ
て伝達することができ、上述されるＷｉ－Ｆｉ又はＷｉＧｉｇ規格及び／又はＩＥＥＥ８
０２．１１プロトコルのうちのいずれかを含む。ワイヤレス被ドッキング体１１０によっ
て送信されるサービス発見問い合わせ２０４及びワイヤレスドッキングセンター１２０に
よって送信されるサービス発見応答２０６は、サービス発見アクションフレームを使用す
ることができる。アクションフレーム例は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダと、
フレームカテゴリと、アクション詳細と、フレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）と、を含む
ことができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０によって送信されるサービス発見問い合
わせ２０４におけるアクション詳細は、オブジェクト識別子（ＯＩ）フィールドと、問い
合わせデータフィールドと、を含むことができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、
サービス発見アクションフレーム内のＯＩフィールドを０ｘ５０６Ｆ９Ａ、すなわち、Ｗ
ｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅ（ＷＦＡ）の組織固有識別子（Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎａ
ｌｌｙ　Ｕｎｉｑｕｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）（ＯＵＩ）、に設定することができる。
ワイヤレス被ドッキング体１１０は、サービス発見アクションフレーム内の追加のフィー
ルド、例えば、ＯＵＩサブタイプフィールド及びサービスプロトコルタイプフィールド、
も設定することができる。ワイヤレス被ドッキング体１１０は、利用可能なドッキングサ
ブ要素に関する情報に関して問い合わせるためのドッキングサブ要素識別子（ＩＤ）のリ
ストを含めるためにサービス発見問い合わせアクションフレームの問い合わせデータフィ
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ールドを設定することができる。幾つかの例においては、以下においてさらに説明される
ように、ワイヤレス被ドッキング体１１０は、（例えば、ｗｗｗ．ｗ３．ｏｒｇ／ＴＲ／
ｓｏａｐ１２－ｐａｒｔ１において定義されているＳＯＡＰ仕様に準拠した）ＳＯＡＰ要
求及び応答と、パケットに基づくトランスポート層プロトコルスタック上で走るＧＥＮＡ
（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｖｅｎｔ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ
）通知と、を含むプレーンテキストペイロードを用いてワイヤレスドッキングセンター１
２０と通信することができ、他方、その他の例においては、ワイヤレス被ドッキング体１
００は、パケットに基づくトランスポート層プロトコルスタック上で走るバイナリプロト
コルを用いてワイヤレスドッキングセンター１２０と通信することができる。ワイヤレス
被ドッキング体１１０は、問い合わせデータフィールド内のサービストランザクション識
別子（ＩＤ）を設定することもできる。ＳＯＡＰ及びＧＥＮＡペイロードを用いた例に関
する問い合わせデータフィールド及びドッキングサブ要素ＩＤの例が以下の表１及び２に
おいて示される。
【表１】

【表２】

【００２１】
［００２６］ＳＯＡＰ及びＧＥＮＡペイロードの代わりにバイナリプロトコルを使用する
ことができる幾つかの例においては、ワイヤレス被ドッキング体１００は、表２において
記載されるドッキングサブ要素ＩＤの８又は９の使用を要求することなしにワイヤレスド
ッキングセンター１２０と通信することができる。
【００２２】
［００２７］ワイヤレスドッキングセンター１２０は、サービス発見応答２０６を送信す
ることによってワイヤレス被ドッキング体１１０からサービス発見問い合わせ２０４を受
信したことに応答することができる。ワイヤレスドッキングセンター１２０は、要求され
るドッキングサブ要素のリストを含むサービス応答データフィールドを有するサービス発
見アクションフレームをサービス発見応答２０６内に含めることができる。ワイヤレスド
ッキングセンター１２０は、ワイヤレス被ドッキング体１１０がサービス発見応答２０６
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をサービス発見問い合わせ２０４と関連付けることができるようにするために、ワイヤレ
ス被ドッキング体１１０からのサービス発見問い合わせ２０４の問い合わせデータフィー
ルド内のサービストランザクションＩＤに合致するサービストランザクションＩＤをサー
ビス応答タイプ長値（ＴＬＶ）要素内に含めることができる。ワイヤレスドッキングセン
ター１２０は、サービス発見応答２０６に含まれるドッキングサービス発見アクションフ
レーム内のドッキング情報要素（ＩＥ）を設定することができる。幾つかの例においては
、ワイヤレスドッキングセンター１２０は、表３において後続して示されるようにサブ要
素を含めるためにドッキングＩＥを設定することができる。
【表３】

【００２３】
［００２８］サービス発見応答２０６においてワイヤレスドッキングセンター１２０によ
って提供されるこれらのドッキング情報サブ要素、すなわち、周辺機能情報サブ要素、ド
ッキングホストＳＯＡＰユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）サブ要素、及び、ドッ
キングホスト一般的イベント通知アーキテクチャ（ＧＥＮＡ）ＵＲＬサブ要素、が以下に
おいてさらに説明される。バイナリプロトコルを使用する例においては、ワイヤレスドッ
キングセンター１２０は、ドッキングサービス発見応答内のドッキング情報要素からの情
報サブ要素からドッキングホストＳＯＡＰ　ＵＲＬ及びドッキングホストＧＥＮＡ　ＵＲ
Ｌを省略することができる。ＳＯＡＰ及びＧＥＮＡペイロードを使用する幾つかの例にお
いては、ワイヤレス被ドッキング体１１０及びワイヤレスドッキングセンター１２０は、
両方とも、ＳＯＡＰ要求及び応答を互いに送信することができ、及び、ワイヤレスドッキ
ングセンター１２０は、ワイヤレス被ドッキング体１１０にＧＥＮＡ通知を送信すること
ができ、ここで、ＳＯＡＰペイロード及びＧＥＮＡペイロードの両方とも、仕様、例えば
、送信制御プロトコル／インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）又はユーザデータグ
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ラムプロトコル／ＩＰ（ＵＤＰ／ＩＰ）に準拠して、例えば、指定されたＵＲＬに対して
、及び潜在的に指定されたポート番号、例えば、ＴＣＰポート番号８０（ＨＴＴＰと共通
して関連する）、に対して、パケットに基づくトランスポート層プロトコルスタックを通
じて送信することができる。
【００２４】
［００２９］周辺機能情報サブ要素は、ワイヤレスドッキングセンター１２０をホストと
する周辺機器の周辺機能（ＰＦ）情報を提供することができる。周辺機能情報サブ要素は
、表４において示されるデータ構造を有することができ、その後に記載されたフィールド
において追加情報を有する。
【表４】

【００２５】
［００３０］フィールド“n_ＰＦｓ”には、このＰＦ状態情報データ構造を生成するワイ
ヤレスドッキングセンター１２０をホストとする周辺機能（ＰＦ）の数を入れることがで
きる。ワイヤレスドッキングセンター１２０に結合された１つ以上の周辺機器（例えば、
図１の周辺機器１４０、１４２、１４４）は、１つ以上の周辺機能を提供することができ
る。
【００２６】
［００３１］フィールド“ＰＦ_ＩＤ”には、特定の周辺機能（ＰＦ）のＩＤを入れるこ
とができる。行“ｆｏｒ（ｉ＝０；ｉ＜ｎ_ＰＦｓ；ｉ＋＋）”によって示されるように
、周辺機能情報サブ要素は、“ｎ_ＰＦｓ”周辺機能のうちの各々に関する周辺機能ＩＤ
及び各周辺機能ＩＤに関する関連情報を含むことができる。周辺機能ＩＤは、ワイヤレス
ドッキングセンター１２０が現在ホスト又はセンターになっているか又はそれまでにホス
ト又はセンターになったことがあるすべての周辺機能に関して一意であることができる。
ワイヤレスドッキングセンター１２０は、周辺機能が新しいとき及び周辺機能が新しくな
いとき（例えば、マウス周辺機能を提供するマウスが、マウス周辺機能を提供することが
できる他のマウスによって取って代わられているとき）を指定することができる。
【００２７】
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［００３２］フィールド“ＰＦ_ｔｙｐｅ”は、周辺機能の周辺機能タイプを示すことが
できる。例示的な一組の周辺機能タイプが以下において表５に記載されている。
【００２８】
［００３３］フィールド“ＰＦ_ｎａｍｅ”には、周辺機能のユーザにやさしい名前を入
れることができる。この周辺機能名は、ワイヤレスドッキングセンター１２０が利用可能
なすべてのＰＦに関して一意であることができる。周辺機能名のフォーマットは、幾つか
の例においては、ＵＴＦ－８_Ｓｔｒｉｎｇ（）構造であることができる。
【００２９】
［００３４］フィールド“ＰＦ_ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ”には、ワイヤレスドッキングセ
ンター１２０によって報告された周辺機能の能力を入れることができる。幾つかの例にお
いては、周辺機能能力のフォーマットもＵＴＦ－８_Ｓｔｒｉｎｇ（）構造であることが
できる。
【００３０】
［００３５］フィールド“ｎ_ＰＦＰｓ”には、ある与えられたＰＦ_ＩＤによって参照さ
れる特定の周辺機器の使用をサポートするために使用することができる周辺機能プロトコ
ルの数を入れることができる。例示的な一組の周辺機能プロトコルが以下において表６に
記載されている。フィールド“ＰＦ_ｓｔａｔｅ”には、以下において表７において定義
される状態例と同様に、周辺機能の状態を入れることができる。
【表５】
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【表７】

【００３１】
［００３６］ドッキングホストＳＯＡＰ　ＵＲＬサブ要素は、ワイヤレスドッキングセン
ター１２０によって提供されるドッキングプロトコルのためのＳＯＡＰコマンドサービス
のＵＲＬを提供する。ドッキングホストＳＯＡＰ　ＵＲＬサブ要素は、表８において後続
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して示されるデータ構造を有することができる。
【表８】

【００３２】
［００３７］ドッキングホストＧＥＮＡ　ＵＲＬサブ要素は、ワイヤレスドッキングセン
ター１２０によって提供されるドッキングプロトコルのためのＧＥＮＡ通知サービスのＵ
ＲＬを提供する。ドッキングホストＧＥＮＡ　ＵＲＬサブ要素は、表９において後続して
示されるデータ構造を有することができる。

【表９】

【００３３】
［００３８］本開示の技法により、ワイヤレス被ドッキング体（ＷＤ）１１０及びワイヤ
レスドッキングセンター（ＷＤＣ）１２０は、互いにアンドッキングするように構成する
こともできる。本開示のアンドッキングプロセスは、ＷＤ１１０とＷＤＣ１２０との間の
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決定された距離（すなわち、ＷＤ１１０が依然としてＷＤＣ１２０の近傍に存在するかど
うか）に基づくことができる。
【００３４】
［００３９］本開示の文脈においては、ＷＤ１１０は、ＷＤ１１０のユーザがまだ周辺機
器を制御しているか又は使用している可能性がない程度まで、ＷＤＣ１２０を通じて接続
されている周辺機器から物理的に離れているときにＷＤＣ１２０の“近傍の外”に存在す
る。従って、同じく本開示の文脈においては、この“近傍の外”条件に基づいてアンドッ
キングプロセスを行う動作（ＷＤ１１０内、ＷＤＣ１２０内、又は、両方）は、近傍に基
づくアンドッキングと呼ばれる。
【００３５】
［００４０］本開示は、２つの一般的な近傍に基づくアンドッキング技法について説明す
る。１方の技法は、ＷＤが中心であり（すなわち、ほぼ完全にＷＤ１１０によって行われ
る）、他方の技法は、ＷＤＣによって補助される技法（すなわち、ＷＤＣ１２０又はＷＤ
１１０とＷＤＣ１２０の両方による動作を通じて行われる）である。
【００３６】
［００４１］図３は、本開示の技法を実装するように構成されたワイヤレス被ドッキング
体及びワイヤレスドッキングセンターの例を示したブロック図である。ＷＤが中心の近傍
に基づくアンドッキングに関しては、ＷＤ１１０は、ＷＤ１１０がＷＤＣ１２０の近傍外
に存在するという決定に起因してＷＤＣ１２０からアンドッキングすべきときを自己で決
定するように構成される。ＷＤが中心の近傍に基づくアンドッキング技法の一例では、Ｗ
Ｄ１１０とＷＤ１２０との間でのメッセージングは要求されない。代わりに、ＷＤ１１０
は、ＷＤ１１０とＷＤＣ１２０との間の測定された信号強度（例えば、図１の無線通信チ
ャネル１３０上の信号の強度）に基づいてアンドッキング決定を行う。
【００３７】
［００４２］一例においては、ＷＤ１１０は、無線通信ユニット１１２と、信号強度測定
ユニット１１４と、アンドッキング決定ユニット１１６と、を含むことができる。無線通
信ユニット１１２は、例えば、図１を参照して上述される上記の通信技法のうちのいずれ
かを用いて、ＷＤＣ１２０と通信するように構成された１つ以上のプロセッサ及びトラン
シーバを備えることができる。ＷＤ１１０は、通信チャネル１３０を通じて（例えば、無
線通信ユニット１１２を通じて）ＷＤＣ１２０と通信するために使用される通信プロトコ
ルに関する受信信号強度（ＲＳＳＩ）を測定するように構成することができる信号強度測
定ユニット１１４をさらに含むことができる。信号強度測定は、ＷＤＣ１２０から無線通
信ユニット１１２によって受信された信号の強度を測定することが可能な１つ以上のプロ
セッサ、又はあらゆるその他のハードウェアとして実装することができる。
【００３８】
［００４３］上述されるように、一例においては、信号強度測定ユニット１１４は、受信
された信号のＲＳＳＩを測定するように構成することができる。ＲＳＳＩは、受信された
無線信号内の電力の測定値である。測定されたＲＳＳＩが第１のスレショルド値（すなわ
ち、低い方のスレショルド値）を下回るときには、ＷＤ１１０のアンドッキング決定ユニ
ット１１６は、アンドッキングの準備のためにアンドッキングタイマを始動させるように
構成される。アンドッキング決定ユニット１１６は、１つ以上のプロセッサ及び／又は専
用ハードウェアを通じて実装することができる。タイマが時間切れになる前に、ＷＤ１１
０の信号強度測定ユニット１１４が第２のスレショルド（すなわち、高い方のスレショル
ド値）よりも高い値でＲＳＳＩを測定した場合は、アンドッキング決定ユニット１１６は
、アンドッキング手順を取り消し、タイマを停止させ、ＷＤ１１０は、ＷＤＣ１２０とド
ッキングされた状態のままになる。第１の低い方のスレショルド値と第２の高い方のスレ
ショルド値との間の差は、ピンポン効果（ｐｉｎｇ－ｐｏｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ）を防止す
るためのヒステリシスとして働く。すなわち、アンドッキングタイマを停止及び始動させ
るためにＲＳＳＩに関する１つのスレショルド値のみが使用される場合は、ＲＳＳＩがこ
のスレショルドを越えて何度も変動し、アンドッキングタイマの頻繁な始動及び停止を生
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じさせる可能性がある。低い方のスレショルド（アンドッキングタイマを始動させる）と
高い方のスレショルド（アンドッキングタイマを停止させる）との間でギャップを提供す
ることによって、該ピンポン効果が軽減される。高い方のスレショルド値を上回るＲＳＳ
Ｉ測定値の発生前にタイマが時間切れになった場合は、アンドッキングユニット１１６が
ＷＤ１２０からＷＤ１１０をアンドッキングさせる。
【００３９】
［００４４］ＷＤＣ１２０からいったんアンドッキングされた時点で、ＷＤ１１０は、も
はや、ＷＤ１２０を通じて利用可能な周辺機器を使用することができない。ＷＤ１１０は
、ＷＤ１２０を通じて利用可能な周辺機器を再度使用するためには、（例えば、図２を参
照して上述される技法を用いて）ＷＤＣ１２０に再ドッキングすることが必要になる。同
様に、ＷＤ１１０がＷＤＣ１２０からいったんアンドッキングされた時点で、ＷＤＣ１２
０を通じて利用可能な周辺機器は、ＷＤ１１０と対話することができなくなる。このよう
にして、ＷＤ１１０のユーザが知ることなしに悪意のあるユーザが周辺機器を通じてＷＤ
１１０と対話するのを防止することができる。
【００４０】
［００４５］幾つかの状況においては、ＷＤ１１０は、ＷＤが中心の近傍に基づくアンド
ッキングができないことがある（例えば、ＷＤ１１０がＲＳＳＩを測定するように構成さ
れていない場合）。この例においては、本開示は、近傍に基づくアンドッキングを補助す
るためにＷＤＣ１２０によって行われる追加の／任意選択の手順を提案している。本開示
のこの技法は、ＷＤＣによって補助される近傍に基づくアンドッキングと呼ぶことができ
る。この例においては、ＷＤ１２０は、ＷＤ１１０とＷＤＣ１２０との間における通信信
号のＲＳＳＩを測定するように構成される。
【００４１】
［００４６］図３に戻り、ＷＤＣ１２０は、無線通信ユニット１２２と、信号強度測定ユ
ニット１２４と、アンドッキング決定ユニット１２６と、を含むことができる。無線通信
ユニット１２２は、例えば、図１を参照して上述される上記の通信技法のうちのいずれか
を用いてＷＤ１１０と通信するように構成された１つ以上のプロセッサ及びトランシーバ
を備えることができる。ＷＤ１２０は、通信チャネル１３０を通じて（例えば、無線通信
ユニット１２２を通じて）ＷＤ１１０と通信するために使用される通信プロトコルに関す
る受信信号強度（ＲＳＳＩ）を測定するように構成することができる信号強度測定ユニッ
ト１２４をさらに含むことができる。信号強度測定は、ＷＤ１１０から無線通信ユニット
１２２によって受信された信号の強度を測定することが可能な１つ以上のプロセッサ、又
はあらゆるその他のハードウェアとして実装することができる。
【００４２】
［００４７］ＷＤＣによって補助される近傍に基づくアンドッキングの例では、ＲＳＳＩ
が低い方のスレショルド値を下回っていることをＷＤＣ１２０の信号強度測定ユニット１
２４が測定した場合は、アンドッキング決定ユニット１２６は、アンドッキング手順が開
始中であり、アンドッキング決定ユニット１２６がアンドッキングの準備のためにアンド
ッキングタイマを始動させることをＷＤ１１０に知らせるためのメッセージを（例えば、
無線通信ユニット１２２を通じて）送信するように構成される。ＷＤ１１０は、ペンディ
ング状態であるアンドッキングをユーザに知らせるためにユーザにこのメッセージを表示
することができ、それによってユーザがアンドッキングを防止するためにより近い近傍に
移動するのを可能にする。アンドッキング決定ユニット１２６は、１つ以上のプロセッサ
及び／又は専用ハードウェアを通じて実装することができる。タイマが時間切れになった
場合は、アンドッキング決定ユニット１２６がＷＤ１１０をアンドッキングする。信号強
度測定ユニット１２４が、高い方のスレショルド値を上回る値でＲＳＳＩを測定した場合
は、アンドッキング決定ユニット１２６は、アンドッキングタイマを取り消す。繰り返す
と、低い方のスレショルド値と高い方のスレショルド値との間の差は、ピンポン効果を防
止するためのヒステリシスとして働く。
【００４３】
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［００４８］図４は、ＷＤＣによって補助される近傍に基づくアンドッキング手順のため
の呼の流れ例を示す。図４において示されるように、ドッキングされている間は、ＷＤ１
１０とＷＤＣ１２０との間で周辺機能データ２０６が通信される。周辺機能データ２０６
は、ＷＤ１１０及びＷＤＣを通じて利用可能な周辺機器によって使用することができるあ
らゆるデータ、構文、ハンドシェーキング、等であることができる。
【００４４】
［００４９］ＷＤＣによって補助される近傍に基づくアンドッキング手順では、信号強度
トリガ（例えば、ＷＤＣ１２０が低い方のスレショルドを下回るＲＳＳＩを測定する）に
基づいてＷＤＣ１２０からＷＤ１１０にアンドッキングペンディングメッセージ２０２を
シグナリングすることができる。ＷＤＣ１２０は、低い方のスレショルドを下回る測定さ
れたＲＳＳＩに基づいてアンドッキングタイマを始動させるように構成される。ＷＤＣ１
２０が高い方のスレショルドを上回るＲＳＳＩを検出した場合は、アンドッキング取り消
しメッセージ２０４がＷＤ１１０に送信されてアンドッキングタイマが停止される。その
後に測定されたＲＳＳＩが低い方のスレショルドを下回った場合は、新しいアンドッキン
グペンディングメッセージ２０２をＷＤ１１０に送信することができ、アンドッキングタ
イマを再始動させることができる。アンドッキングタイマが時間切れになった場合は、Ｗ
ＤＣ１２０がＷＤ１１０からアンドッキングし、周辺機能データ２０６通信が停止する。
【００４５】
［００５０］ＷＤＣ１２０及びＷＤ１１０の両方が、ＷＤ１１０がＷＤＣ１２０の近傍内
に存在するかどうかを推定するために正規化ＲＳＳＩ（ＮＲＳＳＩ）を使用することがで
きる。ＮＲＳＳＩとは、現在検出されているＲＳＳＩを基準ＲＳＳＩで割った値であると
定義される。基準ＲＳＳＩ値は、１）ユーザによって期待されるアクティブなドッキング
セッションに関する最大機能距離及び該最大距離に関するフィールドテストで検出された
ＲＳＳＩに基づいて選択することができる。
【００４６】
［００５１］一例においては、ＮＲＳＳＩスレショルド上限、ＮＲＳＳＩ_ＴＵを０．６
に設定することができ、ＮＲＳＳＩスレショルド下限、ＮＲＳＳＩ_ＴＬは、０．５に設
定することができる。実際の値にかかわらず、上限のスレショルドは、下限のスレショル
ドよりも大きい値に設定される。すなわち、ＮＲＳＳＩ_ＴＵ＞ＮＲＳＳＩ_ＴＬである。
【００４７】
［００５２］図５は、ＷＤＣによって補助される近傍に基づくアンドッキング手順例をよ
り詳細に示したステートマシン例である。図５の左欄は、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０が
アンドッキングされているときの無線ドッキング環境（すなわち、ＷＤ１１０及びＷＤＣ
１２０）の状態を表す。中央の欄は、アンドッキングがペンディングであるときの状態を
示す。右欄は、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０がドッキングされているときの状態を示す。
【００４８】
［００５３］最初に、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０はアンドッキングされた状態３０２に
ある。ドッキングは、例えば、図２を参照して上述される技法を用いたドッキングセッシ
ョンセットアップ３０４を通じて達成することができる。しかしながら、あらゆるドッキ
ング確立技法を使用することができる。いったんドッキングされた時点で、ＷＤ１１０及
びＷＤＣ１２０はドッキングされた状態３０６にあり、従って、ＷＤ１１０がＷＤＣ１２
０を通じて周辺機器１４０、１４２、及び１４４と対話すること及び周辺機器１４０、１
４２、及び１４４を使用することを可能にする。ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０は、アンド
ッキングがトリガされるまでドッキングされた状態３０６にある。一例においては、従来
のアンドッキングトリガ、例えば、ドッキングセッションテアダウン（ｔｅａｒｄｏｗｎ
）又は接続エラー３０８、を使用することができる。ドッキングセッションテアダウンは
、ＷＤ１１０による手動アンドッキング要求であることができる。接続エラーは、ＷＤ１
１０とＷＤＣ１２０との間で通信が失われるときに発生することができる。ドッキングセ
ッションテアダウン又は接続エラー３０８が発生した場合は、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２
０は、アンドッキングされた状態３０２に戻る。
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【００４９】
［００５４］本開示の技法に基づき、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０をアンドッキングする
ための他のトリガは、ＷＤ１１０とＷＤＣ１２０との間での通信の信号強度（例えば、Ｎ
ＲＳＳＩ）を測定することを含むことができる。状態３１０では、ＷＤＣ１２０は、ＮＲ
ＳＳＩが低い方のスレショルド（ＮＲＳＳＩ_ＴＬ）を下回っていることを測定する。そ
の他の例においては、上述されるように、ＷＤ１１０は、信号強度を測定するように構成
することができる。ＮＲＳＳＩが低い方のスレショルドを下回るとの決定に基づいて、Ｗ
ＤＣ１２０は、ＷＤ１１０にアンドッキングペンディング通信メッセージ３１２２を送信
する。ＷＤ１１０は、アンドッキングがペンディング状態であることをユーザに知らせる
ためにユーザにこのメッセージを表示することができ、それによって、ユーザがアンドッ
キングを回避するためにより近い近傍に移動するのを可能にする。
【００５０】
［００５５］通知３１２を送信後は、ＷＤＣ１２０は、アンドッキングペンディングタイ
マ３１４を始動させ、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０はアンドッキングペンディング状態３
１６に移行する。アンドッキングペンディングタイマが時間切れになった（状態３１８）
場合は、ＷＤ１１０及びＷＤ１２０はドッキングセッションテアダウン状態３２２に移行
し、最終的には、アンドッキング状態３０２に移行する。しかしながら、ＮＲＳＳＩが高
い方のスレショルド（ＮＲＳＳＩ_ＴＵ）３２０を上回って移行したことをＷＤＣ１２０
が測定した場合は、ＷＤＣ１２０は、ＷＤ１１０にドッキング再開通知メッセージ３２４
を送信することができる。ＷＤ１１０は、ドッキングを継続することができることをＷＤ
１１０のユーザに知らせるためにユーザにこのメッセージを表示することができる。該メ
ッセージは、アンドッキングペンディングメッセージ３１２を取り除くために使用するこ
ともできる。これで、ＷＤＣ１２０は、アンドッキングペンディングタイマ３２６を取り
消し、ＷＤ１１０及びＷＤＣ１２０がドッキングされた状態３０６に戻る。
【００５１】
［００５６］図６は、本開示の技法による方法例を示したフローチャートである。図４の
方法は、ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２０のいずれかによって実行することができる。
【００５２】
［００５７］本開示の一例においては、無線ドッキング環境における近傍に基づくアンド
ッキングのための方法は、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターと
の間での通信の信号強度を測定することと（４０２）、測定された信号強度に基づいてワ
イヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング体をアンドッキングすることと
（４０４）、を備える。一例においては、測定された信号強度は、正規化受信信号強度（
ＮＲＳＳＩ）である。
【００５３】
［００５８］一例においては、ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２０のいずれかを、次のステップ
を用いて測定された信号強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被
ドッキング体をアンドッキングするように構成することができる。測定された信号強度が
低い方のスレショルドを下回る場合は、ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２０がタイマを始動させ
る。ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２０は、ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキング
センターとの間での通信の信号強度を測定するのを継続する。ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２
０は、測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合はタイマを停止させ、そ
れにより、ワイヤレス被ドッキング体及びワイヤレスドッキングセンターはドッキングさ
れた状態であり、ここにおいて、高い方のスレショルドは、低い方のスレショルドよりも
高い値を有する。ＷＤ１１０又はＷＤＣ１２０は、タイマが時間切れになった場合はワイ
ヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング体をアンドッキングする。
【００５４】
［００５９］他の例においては、ＷＤＣ１２０は、次のステップを用いて測定された信号
強度に基づいてワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキング体をアンドッ
キングするように構成することができる。測定された信号強度が低い方のスレショルドを
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下回る場合は、ＷＤＣ１２０がタイマを始動させる。ＷＤＣ１２０は、アンドッキングが
ペンディング状態であることを示すメッセージをＷＤＣ１２０からワイヤレス被ドッキン
グ体に送信する。ＷＤＣ１２０は、ワイヤレス被ドッキング体とＷＤＣ１２０との間での
通信の信号強度を測定するのを継続する。ＷＤＣ１２０は、測定された信号強度が高い方
のスレショルドを上回る場合はタイマを停止させ、それにより、ワイヤレス被ドッキング
体及びワイヤレスドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、高
い方のスレショルドは、低い方のスレショルドよりも高い値を有する。ＷＤＣ１２０は、
タイマが時間切れになった場合はワイヤレスドッキングセンターからワイヤレス被ドッキ
ング体をアンドッキングする。
【００５５】
［００６０］例に依存して、ここにおいて説明されるいずれかの技法の幾つかの行為又は
イベントは、異なったシーケンスで行うことができ、追加すること、統合すること、又は
すべて省略することができることが認識されるべきである（例えば、技法の実践のために
すべての説明される行為又はイベントが必要であるわけではない）。さらに、幾つかの例
においては、行為又はイベントは、順次ではなく、マルチスレッド処理、割り込み処理、
又は複数のプロセッサを通じて、同時並行して行うことができる。
【００５６】
［００６１］１つ以上の例において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、又はそれらのあらゆる組み合わせにおいて実装することができる。ソフ
トウェアにおいて実装される場合は、それらの機能は、コンピュータによって読み取り可
能な媒体において１つ以上の命令又はコードとして格納又は送信すること及びハードウェ
アに基づく処理ユニットによって実行することができる。コンピュータによって読み取り
可能な媒体は、コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を含むことができ、それは
、有形な媒体、例えば、データ記憶媒体、又は、例えば、通信プロトコルにより、１つの
場所から他へのコンピュータプログラムの転送を容易にするあらゆる媒体を含む通信媒体
、に対応する。このように、コンピュータによって読み取り可能な媒体は、概して、（１
）非一時的である有形なコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体又は（２）通信媒
体、例えば、信号又は搬送波、に対応することができる。データ記憶媒体は、本開示にお
いて説明される技法の実装のために命令、コード及び／又はデータ構造を取り出すために
１つ以上のコンピュータ又は１つ以上のプロセッサによってアクセスすることができるあ
らゆる利用可能な媒体であることができる。コンピュータプログラム製品は、コンピュー
タによって読み取り可能な媒体を含むことができる。
【００５７】
［００６２］一例により、及び限定することなしに、該コンピュータによって読み取り可
能な記憶媒体は、希望されるプログラムコードを命令又はデータ構造の形態で格納するた
めに使用することができ及びコンピュータによってアクセス可能であるＲＡＭ、ＲＯＭ、
ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置
、又はその他の磁気記憶デバイス、フラッシュメモリ、又はその他のいずれかの媒体を備
えることができる。さらに、どのような接続も、コンピュータによって読み取り可能な媒
体であると適切に呼ばれる。例えば、命令が、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より
対線、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマ
イクロ波、を用いてウェブサイト、サーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合
は、該同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤
外線、無線、及びマイクロ波、は、媒体の定義の中に含まれる。しかしながら、コンピュ
ータによって読み取り可能な記憶媒体及びデータ記憶媒体は、コネクション、搬送波、信
号、又はその他の遷移媒体は含まず、代わりに、非一時的な、有形の記憶媒体を対象とす
ることが理解されるべきである。ここにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及び
ｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザディスク（ｄｉｓｃ
）と、光ディスク（ｄｉｓｃ）と、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ
）と、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）デ
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ィスク（ｄｉｓｃ）と、を含み、ここで、ｄｉｓｋは、通常は磁気的にデータを複製し、
ｄｉｓｃは、レーザを用いて光学的にデータを複製する。上記の組み合わせも、コンピュ
ータによって読み取り可能な媒体の適用範囲内に含められるべきである。
【００５８】
［００６３］命令は、１つ以上のプロセッサ、例えば、１つ以上のデジタル信号プロセッ
サ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィール
ドプログラマブルロジックアレイ（ＦＰＧＡ）、又はその他の同等の集積又はディスクリ
ート論理回路によって実行することができる。従って、ここにおいて用いられる場合の用
語“プロセッサ”は、上記の構造又はここにおいて説明される技法の実装に適するあらゆ
るその他の構造のうちのいずれかを意味することができる。さらに、幾つかの態様では、
ここにおいて説明される機能は、符号化および復号のために構成された専用のハードウェ
ア及び／又はソフトウェアモジュール内において提供すること、又は組み合わされたコー
デック内に組み入れることができる。さらに、技法は、１つ以上の回路又は論理素子内に
完全に実装することが可能である。
【００５９】
［００６４］本開示の技法は、無線ハンドセット、集積回路（ＩＣ）又は一組のＩＣ（例
えば、チップセット）を含む非常に様々なデバイス又は装置内に実装することができる。
本開示では、開示される技法を実施するように構成されたデバイスの機能上の態様を強調
するために様々なコンポーネント、モジュール、又はユニットが説明されるが、異なるハ
ードウェアユニットによる実現は必ずしも要求しない。むしろ、上述されるように、様々
なユニットは、適切なソフトウェア及び／又はファームウェアと関係させて、コーデック
ハードウェアユニット内において結合させること又は上述されるように１つ以上のプロセ
ッサを含む相互運用的なハードウェアユニットの集合によって提供することができる。
【００６０】
［００６５］様々な例が説明されている。これらの及びその他の例は、以下の請求項の範
囲内である。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスドッキング環境における近傍に基づくアンドッキングのための方法であって
、
　ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度
を測定することと、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることと、を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）であるＣ１に記載の方
法。
［Ｃ３］
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることは、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるこ
とと、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続することと、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
ることであって、それによって前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレスドッキ
ングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレショルド
は、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有することと、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることと、を備えるＣ１に記載の方法。
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［Ｃ４］
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることは、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるこ
とと、
　アンドッキングがペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレスドッ
キングセンターから前記ワイヤレス被ドッキング体に送信することと、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続することと、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
ることであって、それによって、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレスドッ
キングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレショル
ドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有することと、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることと、を備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記方法は、前記ワイヤレスドッキングセンターによって実行されるＣ１乃至４のうち
のいずれかに記載の方法。
［Ｃ６］
　前記方法は、前記ワイヤレス被ドッキング体によって実行されるＣ１乃至３のうちのい
ずれかに記載の方法。
［Ｃ７］
　ワイヤレスドッキング環境において近傍に基づくアンドッキングを行うように構成され
たワイヤレス被ドッキング体であって、
　ワイヤレスドッキングセンターと通信するように構成された無線通信ユニットと、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の信号強度を測定するように構成された信号強度測定ユニットと、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするように構成されたアンドッキング決定ユニット
と、を備える、ワイヤレス被ドッキング体。
［Ｃ８］
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）であるＣ７に記載のワ
イヤレス被ドッキング体。
［Ｃ９］
　前記アンドッキング決定ユニットは、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるよ
うにさらに構成され、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するようにさらに構成され、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るようにさらに構成され、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレ
スドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレ
ショルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有し、及び
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするようにさらに構成されるＣ７に記載のワイヤレ
ス被ドッキング体。
［Ｃ１０］
　ワイヤレスドッキング環境において近傍に基づくアンドッキングを行うように構成され
たワイヤレスドッキングセンターであって、
　ワイヤレス被ドッキング体と通信するように構成された無線通信ユニットと、
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　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の信号強度を測定するように構成された信号強度測定ユニットと、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするように構成されたアンドッキング決定ユニット
と、を備える、ワイヤレスドッキングセンター。
［Ｃ１１］
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）であるＣ１０に記載の
ワイヤレスドッキングセンター。
［Ｃ１２］
　前記アンドッキング決定ユニットは、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるよ
うにさらに構成され、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するようにさらに構成され、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るようにさらに構成され、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレ
スドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレ
ショルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有し、及び
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするようにさらに構成されるＣ１０に記載のワイヤ
レスドッキンセンター。
［Ｃ１３］
　前記アンドッキング決定ユニットは、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるよ
うにさらに構成され、
　アンドッキングがペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレス被ド
ッキング体に送信するようにさらに構成され、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するようにさらに構成され、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るようにさらに構成され、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレ
スドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレ
ショルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有し、及び
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするようにさらに構成されるＣ１０に記載のワイヤ
レスドッキングセンター。
［Ｃ１４］
　ワイヤレスドッキング環境において近傍に基づくアンドッキングを行うように構成され
た装置であって、
　ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度
を測定するための手段と、
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備える、装置。
［Ｃ１５］
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）であるＣ１４に記載の
装置。
［Ｃ１６］
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための前記手段は、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるた
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めの手段と、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するための手段と、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るための手段であって、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレス
ドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレシ
ョルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有する手段と、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための前記手段は、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させるた
めの手段と、
　アンドッキングがペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレスドッ
キングセンターから前記ワイヤレス被ドッキング体に送信するための手段と、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続するための手段と、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
るための手段であって、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレス
ドッキングセンターはドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレシ
ョルドは、前記低い方のスレショルドよりも高い値を有する手段と、
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングするための手段と、を備えるＣ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記装置は、前記ワイヤレスドッキングセンターであるＣ１４乃至１７のうちのいずれ
かに記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記装置は、前記ワイヤレス被ドッキング体であるＣ１４乃至１６のうちのいずれかに
記載の装置。
［Ｃ２０］
　実行されたときに、
　ワイヤレス被ドッキング体とワイヤレスドッキングセンターとの間での通信の信号強度
を測定し、及び
　前記測定された信号強度に基づいて前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることを近傍に基づくアンドッキングを行うよう
に構成されたデバイスの１つ以上のプロセッサに行わせる命令を格納するコンピュータに
よって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ２１］
　前記測定された信号強度は、正規化受信信号強度（ＮＲＳＳＩ）であるＣ２０に記載の
コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ２２］
　前記命令は、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させ、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続し、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレスドッキングセンターは
ドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレショルドは、前記低い方
のスレショルドよりも高い値を有し、及び
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　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることを前記１つ以上のプロセッサにさらに行わ
せるＣ２０に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ２３］
　前記命令は、
　前記測定された信号強度が低い方のスレショルドを下回る場合はタイマを始動させ、
　アンドッキングがペンディング状態であることを示すメッセージを前記ワイヤレスドッ
キングセンターから前記ワイヤレス被ドッキング体に送信し、
　前記ワイヤレス被ドッキング体と前記ワイヤレスドッキングセンターとの間での前記通
信の前記信号強度を測定するのを継続し、
　前記測定された信号強度が高い方のスレショルドを上回る場合は前記タイマを停止させ
、それにより、前記ワイヤレス被ドッキング体及び前記ワイヤレスドッキングセンターは
ドッキングされた状態であり、ここにおいて、前記高い方のスレショルドは、前記低い方
のスレショルドよりも高い値を有し、及び
　前記タイマが時間切れである場合に前記ワイヤレスドッキングセンターから前記ワイヤ
レス被ドッキング体をアンドッキングすることを前記１つ以上のプロセッサにさらに行わ
せるＣ２０に記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ２４］
　前記デバイスは、前記ワイヤレスドッキングセンターであるＣ２０乃至２３のうちのい
ずれかに記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。
［Ｃ２５］
　前記デバイスは、前記ワイヤレス被ドッキング体であるＣ２０乃至２２のうちのいずれ
かに記載のコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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